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出題のねらい

　問題の出典は、1936年、エドワード8世が英国王を退任する際に行ったスピーチをもとにしている（A King Story
The Memoirs Of Hrs The Duke Of Windsor by Cassell And Co. Ltd. London）。同英国王は、離婚歴のある女性と結
婚をすることに反対され，結婚が困難であったため、英国王の立場を捨てることにしたのである。そのようなスピーチ
は、国民に向けてのスピーチ（「1」）と後日談（「2」）であるが、そのうち「1」を和訳することを求めるものであ
る。スピーチをもとにしていることから、専門的な内容に比べて、平易な英語で書かれていること、そうした平易な英
語の訳出を通じて大学院修士課程における研究を進めるために必要な基礎的な外国語能力を有しているかを評価するも
のである。

解答・解答例または採点時の評価ポイント

評価のポイントとしては、以下の通りである。
①　内容を正確に理解することができているか、
②　①を踏まえて、外国語辞書（英和辞典）を使用して、適切な訳語をあてることができているかを通じて、
③　修士論文の執筆に際して求められる外国文献の読解能力、外国の法・社会システム等の基本的理解といった比較法
研究を行う能力を有しているのかを評価する。


